看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成24年　2月　27日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第39回）

時　間　　16：00～17：00                              司会者:　藤原　百合子
場　所　　病院2F会議室                               記録者:  東　和弘
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＜グループ活動報告＞
【東病棟】

ベッドコントロール

51名になったために八木橋牧雄様、中村清枝様の移動を進めていく

　ノロウイルスの現状の報告、スタッフ持込みやまんえん対策の強化

【西病棟】

　インフルエンザ罹患の報告

　立ち入り検査、3月1日に巡視あり

【北病棟】

　倉橋生子様の青山荘体験利用

　山田スタッフが3月1日から復帰（PM勤務からはじめていく）

　佐々木スタッフは2月25日日赤退院、自宅療養と中澤外科通院予定

　

【南病棟】

　車椅子用点滴台1本購入

　緊急連絡網実施と経過報告

　経管栄養消毒の基準作成中

【外来】

　なし

【通所】

　八木橋様は、ナイトケア退所になっていないので、退院後はそのまま開始

　情報収集シート

＜看護G事業活動＞

　次回の報告になる

＜ＡＯＭからの連絡事項＞

2月15・16日の役職者の内示は出来ていない

看護Gヒアリング準備している

ノロウイルス、インフルエンザなど、十分な安全対応を実施のこと

22日東病棟での対応の件

　スタッフ（前田NS）の事故ケース、スタッフ受診などの判断がつかなかった

　→どこの病院に受診すればいいのか⇒2・3月の当番病院の一覧は病棟に配られる

　　当直医にも報告はしたほうがいい　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労災保険の対象病院（日赤・市民・労災）

1 救急に通信して受診する

2 職場責任者、本人、付き添いのサイン

3 診断書をもらってくる

4 タクシーは、領収書必要

　　　畑中様ケース対応については、関わった本人の技量だけでなく、リスク管理の

　　　責任として、病棟管理のリスク管理の責任が問われることになる

　　　ケースに対して、やってはいけないルールを病棟全体で考える必要あり

　　　考えないでケアするスタッフが大きくなってしまう問題なども考えながらも

　　　リスク管理を責任として優先する必要がある

　　他職種から勤務時間中に菓子を食べているとのクレームあり、注意

　　サマリー作成の今後

　　　ケアプロセスや中間サマリーなど準備する時期にきている

　　　何をどこまで必要として、今後の準備を進めるのか

　　　→中間サマリーの作成などについては、3月6日までに作業内容の

　　　　返事がAOMからあり

